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定
期
検
査
中
の
四
国
電
力
伊

方
原
発
８
号
機
（
伊
方
町
）
で

核
分
裂
反
応
を
抑
え
る
制
御
棒

１
体
を
誤
っ
て
引
き
抜
い
た
ト

ー
フ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
更
田
豊
志
委
員
長

一
は
蛆
日
、
宝
皐
ｂ
六
本
木
の
原

犀
一

･廃伊
方
原
発
制
御
棒
引
き
抜
き

圃
鬮
關
鬮
「
敷
地
内
薬
局
」
計
画
か

空
I■I

規
制
委
「
前
例
が
な
い
」

■
■
瞳

一
一

愛
媛
大
病
院

二
１
１
可
１
１
１

政
府
は
原
発
を
重
要
な
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
、

２
０
８
０
年
度
に
電
源
構
成
に

占
め
る
割
合
を
別
～
躯
％
に
引

き
上
げ
る
計
画
だ
。
電
気
を
安

く
供
給
で
き
る
上
、
使
っ
た
ウ

ラ
ン
燃
料
を
再
利
用
す
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
が
実
現
す
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
輸
入
に
頼

ら
ず
に
済
む
と
の
主
張
を
崩
さ

委
員
畏
四
電
に
原
因
究
明
要
請

子
力
規
制
庁
で
あ
っ
た
定
例
会

見
で
「
私
た
ち
の
知
る
限
り
で

前
例
は
な
い
」
と
異
例
の
ト
ラ

ブ
ル
だ
っ
た
と
強
調
。
同
日
の

定
例
会
合
で
、
規
制
委
の
山
中

伸
介
委
員
は
「
臺
奉
者
の
深
刻

度
や
捉
え
方
が
少
し
軽
す
ぎ
る

再エネコスト』

将来も活目的棟整備へ
竃
↓
き
き
雑
損
や
晏
全
寅
曇
屍

費
用
が
か
さ
む
。

工
事
の
長
期
化
で
関
西
電
力

は
高
浜
１
，
２
号
機
、
美
浜
８
号

機
（
い
ず
れ
も
福
井
県
）
の
再
稼

働
を
延
期
。
日
本
原
子
力
発
電

の
東
海
第
２
（
茨
城
県
）
と
東
電

柏
崎
刈
羽
６
，
７
号
機
（
新
潟

県
）
は
、
地
元
自
治
体
の
同
意

を
得
ら
れ
る
見
通
し
が
立
た
な

い
。
裁
判
所
の
判
断
や
規
制
強

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。
当
す
る
と
し
て
、
規
制
委
に
ト

四
電
は
晦
日
、
原
子
炉
等
規
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
報
告
し
た
。

制
法
に
基
づ
く
報
告
事
象
に
該
今
後
、
規
制
委
は
四
電
の
ま
と

愛
媛
大
医
学
部
附
属
病
院
（
東

温
市
志
津
川
）
が
２
０
２
１
年

２
月
ご
ろ
を
め
ど
に
多
目
的
棟

を
新
た
に
整
備
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
妬
日
分
か
っ

た
。
用
地
を
民
固
毫
業
者
に
貸
し

出
し
、
建
設
。
運
営
を
任
せ
る
形

で
運
用
す
る
。
臺
雪
公
募
で
は

明
示
し
て
い
な
い
が
、
全
国
で
議

全国の原発の状況
愛
媛
大
の
一
霊
奉
者
公
募
資
料

に
よ
る
と
、
多
目
的
棟
は
、
設

計
な
ど
の
提
案
を
臺
一
害
か
ら

受
け
、
採
用
し
た
一
墨
害
に
建

設
か
ら
運
営
ま
で
任
せ
る
。
原

則
加
年
以
内
と
す
る
一
毫
業
期
間

の
経
過
後
は
、
施
設
を
大
学
に

無
償
譲
渡
す
る
。

予
定
地
は
、
現
在
患
者
用
駐

車
場
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
外

来
棟
玄
関
北
西
部
。
病
棟
内
に

あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

北海道
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』
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四国電力にトラブルの原因

究明を求める原子力規制委
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め
る
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策

を
公
開
の
会
合
で
確
認
す
る
。

更
田
委
員
長
は
、
原
子
炉
容

器
内
で
核
分
裂
を
抑
え
る
ホ
ウ

酸
の
濃
度
を
高
め
て
お
り
、
制

御
棒
が
１
体
引
き
抜
か
れ
て
も

「
安
全
上
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
わ

げ
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を
示

し
た
。
一
方
で
「
制
御
棒
に
関

わ
る
も
の
で
、
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
い
る
」
と
じ
．
つ
一

つ
の
事
例
を
き
ち
ん
と
理
解
し

て
、
今
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

答
で
き
な
い
」
と
し
た
。
２
月

下
旬
ま
で
に
臺
奉
者
を
絞
り
、

基
本
協
定
を
結
ぶ
予
定
。

関
係
者
ら
に
よ
る
と
、
大
手

薬
局
チ
ェ
ー
ン
が
薬
局
開
設
を

含
め
た
計
画
を
提
案
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

・
厚
生
労
働
省
は
、
服
薬
情
報

の
一
元
的
・
継
続
的
な
管
理
、

指
導
な
ど
に
向
け
、
地
域
に
根

差
し
た
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

｜
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
日
本

美浜1,2×3，
ニーー言一一一一一一一一告ニーーーーーー

大飯1,2×3,4⑨

｜
｜

－

が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
、
四
雷
に
原
因

究
明
を
求
め
た
。

狙
日
の
定
例
会
合
で
、
規
制

委
の
山
中
委
員
は
「
そ
れ
ほ
ど

軽
微
な
事
象
と
は
思
い
難
く
、

今
後
詳
し
く
調
べ
て
ほ
し
い
。

規
制
庁
側
か
ら
も
（
四
電
に
対

し
）
十
分
き
ち
ん
と
調
べ
る
よ

う
に
命
令
を
発
し
て
ほ
し
い
」

と
求
め
た
。

ト
ラ
ブ
ル
は
狸
日
、
原
子
炉
容

器
内
の
核
燃
料
を
取
り
出
す
準

備
作
業
中
に
発
生
。
燃
料
を
固
定

し
て
い
る
装
置
を
つ
り
上
げ
た

際
、
制
御
棒
鮨
体
の
う
ち
１
体
が

一
緒
に
つ
り
上
が
り
、
約
７
時

間
原
子
炉
か
ら
引
き
抜
か
れ
た

状
態
が
続
い
た
。
（
河
端
渉
）
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全
月
毎
ｆ
一
ノ
グ
し
一
ノ
Ｅ
仁
巨
二

一
教
授
は
「
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
分
な

ど
、
今
後
は
見
積
も

り
以
上
の
金
額
が
必

要
と
な
る
」
と
指
摘
。

電
気
料
金
な
ど
を
通

じ
、
国
民
の
負
担
額

が
増
え
る
懸
念
は
消

え
な
い
。

上
、
職
員
が
個
人

デ
ー
タ
を
外
部
に

出
せ
る
状
態
に
江

と
が
蝿
日
、
分
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

民
に
哩
桁
の
番
［

て
、
国
や
自
治
徳

個
人
情
報
を
効
塞…

一
巾

厚
生
労
働
省
は

１
年
４
月
か
ら
琵

人
以
上
の
大
企
一
一

社
員
に
占
め
る
帝

合
の
公
表
を
義
塞

め
た
。
キ
ャ
リ
ア
ー

た
め
に
転
職
を
一

就
職
活
動
に
生
《

と
と
も
に
、
大
全

卒
一
括
採
用
の
程

促
す
狙
い
毎
空

総
合
推
進
法
改
一

集
の
通
常
国
会
↑

政
府
は
少
王
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